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研  修      表 

 

成  月 日作成 

科目 教科 

研修時間 

到 目標 講義 内容 演習 実施方法 

実習実施内容 通信学習課題 概要等 

通

学 

通

信 

実

習 

計 

3333    介護 基本 ６時間介護 基本 ６時間介護 基本 ６時間介護 基本 ６時間     

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1  介護職 役割 専門性

多職種 連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 介護職 職業倫理 
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到 目標到 目標到 目標到 目標     

介護を う 介護 必要 基本的 知識や技術

加え 専門性 職業倫理 介護を必要 し い 人

個別性 理解をし そ 人 生活を支え 視 支援

 

修了時 評価 イン修了時 評価 イン修了時 評価 イン修了時 評価 イン     

 家族 介護 専門職 介護 い 介護 専

門性 い 列挙  

 ビ 特性 療 看護 連携 必要性

い 列挙  

 職業倫理 重要性 理解 介護職 利用者や家族等  

関わ 留意 い イン 列挙  

 生活支援 場 起 型的 事故や感染 介護時

クを列挙  

 介護職 健康 害 対す 管理や

ネ ン あ 方や留意 を列挙  

指導 視指導 視指導 視指導 視     

 可能 限 体的 事例を示す等 工夫を行い 専

門性 対す 理解を す  

 介護 け ク 気 ビ 提供責任者や

療職等 連携 対応す 重要性を実

感 う す  

内容内容内容内容     

1. 介護環境 特徴 

 訪問介護 ビ  

 ビ 提供責任者 訪問介護計画 作成 

 ビ 提供責任者 訪問介護員 連携 

 訪問介護 ビ 特徴 

 施設介護 ビ  

 施設ケア ネ ャ  

 他職種 連携 

 施設介護 ビ 特徴 

2. 介護 専門性 

 重度化防 遅延化 視  

 介護予防 考え方 

 意欲を引 出す介護 

 利用者主体 支援姿勢 

 利用者 理解 

 自立支援 

 生命維持 そ 人 しい生活 維持 

 根拠 あ 介護 

 事業所内 チ 多職種 成 チ  

 チ ケア 重要性 

 行 療的ケア 

 介護 関わ 職種 機能 役割 

1. 介護職 職業倫理 

 法令遵  

 介護保険法等 介護職 役割 



 

 

3 介護 け 全 確保

ク ネ ン  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 介護職 全 
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 利用者 個人 尊厳 介入 

 日本介護福祉士会 倫理 領 

1. 介護 け 全確保 重要性 

 介護職 責務 

 介護保険制度 規定 

2. ク ネ ン  

 ク ハ  

 ク ネ ン 必要性 

3. ク ネ ン け 重要 要素 

 アセ ン  

 ク 対応 組織 

 介護職 確 知識 技術 

 利用者や家族 コ ュニケ ョン 

4. 危険予知 事故予防 

 組織的 検討 

 チ 検討 

5 事故発生時 対応 

 利用者 状況確認 

 報告 

 記録 

 再発防  

 体的 事例 

5. 緊急時 必要 知識 対応方法 

 想定 事故→外傷 骨 熱傷 誤嚥 熱中症 

 応急手当→観察 方法 対応 

 応急手当 実 →外傷 骨 熱傷 誤嚥 

 一次救命処置 実 →流  

6. 感染症対策 

 感染症 種類 そ 特徴 

 高齢者 起 やすい感染症 

 抵 力 薬剤 関  

 注意すべ 感染症 そ 対応→ウイ 性肝炎 疥癬 

肺炎 尿路感染症 梅毒 流行す 感染症 

感染症 予防 対策→予防 適 消毒方法 しい

予防法 

1. 介護職 心身 健康管理 

 介護 質 影響を与え 健康管理 

 介護職 起 やすい健康 害 

 腰痛予防 

 感染症予防→手洗い う い 励行 

 ネ ン  

 

 

 

 

 

 

 

※記載内容 要 別紙 内容を 羅したも す  

※講義 演習 一体的 実施す 科目９ 医6) 医11) び医15) 実技演習 実

技内容等を記載す  

※時間配 限 ０ 単位 す  


